
受審番号 氏　　名

令和３年４月１日付け採用
高知県公立学校教員採用候補者選考審査

筆記審査（専門教養）

特別支援学校  中学部・高等部　数学

【注意事項】
１　審査開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないでください。

２　解答用紙（マークシート）は２枚あります。切り離さないでください。

３　解答用紙（マークシート）は，２枚それぞれに下記に従って記入してください。
○　記入は，HBの鉛筆を使用し，該当する の枠からはみ出さないよう丁寧

にマークしてください。
　	

マーク例
	 （良い例）

		  （悪い例）　　　　　
○　訂正する場合は，消しゴムで完全に消してください。
○　氏名，受審する教科・科目，受審種別，受審番号を，該当する欄に記入してく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　また，併せて，右の例に従って，受審番号を   
　マークしてください。

※　正しくマーク（正しい選択問題への解答及び
　マーク）していないと，正確に採点されません
　ので，注意してください。　　　　　　　　　　　　　　  　記入例

                                                    　　　　　　　  （受審番号１２３４５の場合）

４　解答は，解答用紙（マークシート）の解答欄をマークしてください。解答につい
ては，本冊子の裏表紙の＜解答上の注意＞をお読みください。ただし，問題冊子は
開かないでください。

５　第４問は選択問題です。
受審する校種の問題についてマークしてください。
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第１問

（1）　 x，yは実数とする。このとき，x y＜0は｜x＋y｜＞x＋yであるための ア 。
ア に当てはまるものを，次の 1 〜 4 の中から一つ選びなさい。

1 　必要条件であるが十分条件ではない
2 　十分条件であるが必要条件ではない
3 　必要十分条件である
4 　必要条件でも十分条件でもない

（2）　次の図のように放物線 y＝10 x− x 2 と x軸で囲まれた部分に，長方形ABCDを	
点B，Cが x軸上にあるように内接させる。
　このとき，長方形ABCDの周の長さの最大値は イウ である。

x

y

DA

BO C
10
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（3）　△ABCにおいて，∠Aの二等分線と辺BCの交点をDとする。AB＝4，BC＝5，CA＝6
のとき，線分ADの長さは エ 　 オ である。

（4）　次のデータは，ある高校の１年生の女子８人における50m走の記録である。このと
き，50m走の記録の標準偏差は カキク 秒である。

生徒 1 2 3 4 5 6 7 8
50ｍ走（秒） 8.5 9.0 8.3 9.2 8.3 8.6 8.2 7.9

（5）　ある製品を製造する機械Ａ，Ｂがあり，それぞれの機械で不良品が発生する割合は，
Ａが１％，Ｂは２％である。Aで作った製品とBで作った製品を，２：３の割合で混ぜ
た大量の製品の中から１個取り出すとき，次の確率を求めよ。ただし，どの製品が取り
出されることも同様に確からしいものとする。
　取り出した製品が不良品であったとき，それがＡで作った製品である確率は

ケ

コ
である。
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第２問

（1）　a＞ 0のとき，
2a 2＋9a＋8

a の最小値は アイ である。

（2）　円（ x−1）2＋（ y＋1）2＝4 をＣとする。Ｃ上を動く点Ｐと点Ａ（3，5）に対して，	
線分APの中点Ｑの軌跡の方程式は，

　（ x− ウ ）2＋（ y− エ ）2＝ オ である。

（3）　関数 y＝9 x−6・3 x−1＋3 について，3 x＝ t とおくとき，yを tの式で表して整理すると，
y＝（ t− カ ）2＋ キ である。また， yは x＝ ク のとき，最小値
ケ をとる。

（4）　次の初項と漸化式で定まる数列を{an }とする。

a1＝4，an＋1−3an＝−2  （n＝1，2，3，…）

　 このとき，数列{an }の一般項は，
an＝ コ n＋ サ である。
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第３問

　△ABCと点Ｐがあり，4→AP＋3→BP＋2→CP＝→0 を満たしている。

（1）　→AB＝→b，→AC＝→cとおく。このとき，→AP を→b，→cを用いて表すと，

→AP＝
ウ

ア →
b＋ イ →

c

である。

（2）　２直線AP，BCの交点をＱとする。このとき，BQ：QC＝ エ ： オ
であり，AP：PQ＝ カ ： キ である。

（3）　△PAB，△PBC，△PCAの面積比は，
△PAB：△PBC：△PCA＝ ク ： ケ ： コ である。
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第４問（選択・中学校）

　以下の問いでは，『中学校学習指導要領』とは「『中学校学習指導要領』（平成29年３
月文部科学省告示）第２章　第３節　数学」を指すものとする。

（1）　次の文章は，『中学校学習指導要領』における「第１　目標」の記述である。
　文中の ア ～ エ に該当する語句を，それぞれ下のａ～ｅから一つ選
びなさい。

　 ア を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
（1）数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，事象を イ したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだ
し統合的・発展的に考察する力，数学的な ウ を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を養う。

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を
エ や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・

改善しようとする態度を養う。

ア 　�ａ　数学的な直観　　ｂ　数学的な知識及び技能　　ｃ　論理的思考力	
ｄ　批判的思考力　　ｅ　数学的な見方・考え方

イ 　�ａ　一般化　　ｂ　モデル化　　ｃ　数学化　　ｄ　理想化	 	
ｅ　統合化

ウ 　�ａ　法則　　　ｂ　記号　　　　ｃ　考え　　　ｄ　表現　　　ｅ　推論

エ 　�ａ　日常の事象　　ｂ　具体的な場面　　ｃ　活用する態度	 	
ｄ　生活　　　　　ｅ　社会
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（2）　『中学校学習指導要領』における「第２　各学年の目標及び内容」の〔第２学年〕の
「２　内容」において，取り組むものとして示されている数学的活動が三つある。
　その数学的活動三つを含む組み合わせとなっているものを，下の 0 ～ 9 の中から
一つ選ぶと オ である。

ａ　身の回りの事象を観察したり，具体物を操作したりして，数量や形を見いだす活動
ｂ　数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動
ｃ　日常生活や社会との関係を実感できるような活動
ｄ　日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決した
り，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

ｅ　数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振
り返って統合的・発展的に考察したりする活動

0 　ａとｂとｃ
1 　ａとｂとｄ
2 　ａとｂとｅ
3 　ａとｃとｄ
4 　ａとｃとｅ
5 　ａとｄとｅ
6 　ｂとｃとｄ
7 　ｂとｃとｅ
8 　ｂとｄとｅ
9 　ｃとｄとｅ
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第４問（選択・高等学校）

　以下の問いでは，『高等学校学習指導要領』とは，「『高等学校学習指導要領』（平成30
年３月文部科学省告示）第２章　第４節　数学」を指すものとする。

（1）　次の文章は，『高等学校学習指導要領』における「第１款　目標」の記述である。
　文中の ア ～ エ に該当する語句を，それぞれ下のａ～ｅから一つ選
びなさい。

　 ア を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象
を イ したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係
を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な ウ を用いて事象を
簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や エ の基礎を養う。

ア 　�ａ　数学的な直観　　ｂ　数学的な知識及び技能　　ｃ　論理的思考力	
ｄ　批判的思考力　　ｅ　数学的な見方・考え方

イ 　�ａ　一般化　　ｂ　モデル化　　ｃ　数学化　　ｄ　理想化	 	
ｅ　統合化

ウ 　�ａ　法則　　　ｂ　記号　　　　ｃ　考え　　　ｄ　表現　　　ｅ　推論

エ 　�ａ　人間性　　ｂ　発展性　　　ｃ　感性　　　ｄ　創造性	 	
ｅ　主体性
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（2）『高等学校学習指導要領』における「第３款　各科目にわたる指導計画の作成と内容
の取扱い」の３において，取り組むものとして示されている数学的活動が三つある。
　その数学的活動三つを含む組み合わせとなっているものを，下の 0 ～ 9 の中から
一つ選ぶと オ である。

ａ　事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する
活動 

ｂ　数学の事象から自ら問題を見いだし解決して，解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察する活動。 

ｃ　数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高める活
動。 

ｄ　日常の事象や社会の事象などを数理的に捉え，数学的に表現・処理して問題を解決
し，解決の過程や結果を振り返って考察する活動。 

ｅ　自らの考えを数学的に表現して説明したり，議論したりする活動。 

0 　ａとｂとｃ
1 　ａとｂとｄ
2 　ａとｂとｅ
3 　ａとｃとｄ
4 　ａとｃとｅ
5 　ａとｄとｅ
6 　ｂとｃとｄ
7 　ｂとｃとｅ
8 　ｂとｄとｅ
9 　ｃとｄとｅ
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第５問

１　次の文は，平成31年２月に告示された「特別支援学校高等部学習指導要領」の「第４
章総合的な探究の時間」の一部である。文中の ア ～ エ に該当する語
句を，それぞれ下のａ〜ｄから一つ選びなさい。

１　生徒の障害の状態や ア 等を十分考慮し，学習活動が効果的に行われるよ
う配慮すること。
２　体験活動に当たっては， イ に留意するとともに，学習活動に応じて，中
学部又は中学校までの学習を踏まえ，高等学校の生徒などと交流及び共同学習を行
うよう配慮すること。
３　知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校において，探究的な学習
を行う場合には，知的障害のある生徒の学習上の特性として，学習によって得た知
識や技能が ウ になりやすいことなどを踏まえ，各教科等の学習で培われた
資質・能力を総合的に関連付けながら，具体的に指導内容を設定し，生徒が

エ の課題を解決できるように配慮すること。

ア 　	ａ　日常生活　　　　ｂ　健康状態　　　ｃ　発達の段階　　
	 	 ｄ　学習の到達度

イ 　	ａ　時期と回数　　　ｂ　安全と保健　　ｃ　内容と場所　　
	 	 ｄ　環境と衛生

ウ 　ａ　限定的　　　　　ｂ　部分的　　　　ｃ　断片的　　　　
	 	 ｄ　固定的

エ 　	ａ　自ら　　　　　　ｂ　学校　　　　　ｃ　地域　　　　　
	 	 ｄ　社会
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２　次の文は，平成31年３月に文部科学省より示された「交流及び共同学習ガイド」の
「交流及び共同学習の意義・目的」の一部である。文中の オ ～ ク に当
てはまる語句を，下のａ〜ｅから選びなさい。

　我が国は，障害の有無にかかわらず，誰もが相互に人格と個性を尊重し合える共生
社会の実現を目指しています。
　幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校（以下「小・中
学校等」という。）及び特別支援学校等が行う，障害のある子供と障害のない子供，
あるいは地域の障害のある人とが触れ合い，共に活動する交流及び共同学習は，障害
のある子供にとっても，障害のない子供にとっても，経験を深め，社会性を養い，

オ を育むとともに，お互いを尊重し合う大切さを学ぶ機会となるなど，大き
な意義を有するものです。
　また，このような交流及び共同学習は，学校卒業後においても，障害のある子供に
とっては，様々な人々と カ となり，積極的な社会参加につながるとともに，
障害のない子供にとっては，障害のある人に自然に言葉をかけて手助けをしたり，積
極的に支援を行ったりする行動や，人々の多様な在り方を理解し，障害のある人と

キ の醸成につながると考えます。
　小・中学校等や特別支援学校の学習指導要領等においては，交流及び共同学習の機
会を設け， ク 生活していく態度を育むようにすることとされています。

ａ　豊かな人間性　　　　　　　　　ｂ　共に持続可能な社会の創り手として　　
ｃ　共に助け合って生きていく力　　ｄ　共に支え合う意識　
ｅ　共に尊重し合いながら協働して

オ 　

カ 　

キ 　

ク 　
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３　公立の小学校，中学校，義務教育学校，中等教育学校の前期課程において，通常の学
級に在籍する障害のある児童生徒が，一部の授業において，障害に応じた特別の指導を
受ける制度がある。
　次のグラフは，この指導形態の対象となった児童生徒数の推移と，主たる障害種ごと
の人数の内訳を表したものである。

H５ H10 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

98,311

108,946

77,882
71,519

65,360
60,637

54,021
49,685

41,448 45,240

38,738

12,259

24,342

33,652

83,750

35,757

90,105

（名）

110,000
105,000
100,000
95,000
90,000
85,000
80,000
75,000
70,000
65,000
60,000
55,000
50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

（　Ａ　）を受けている児童生徒数の推移

特別支援教育の現状　～（　Ａ　）の現状（平成29年５月１日現在）～

（文部科学省公表資料より）

（1）この指導形態の制度の名称（　Ａ　）として正しいものを，次のａ〜ｄから選びな
さい。 ケ

ａ　取り出しによる指導　　　　ｂ　個別対応による指導　　ｃ　通級による指導
ｄ　特別支援学級による指導

（2）平成18年度から対象となる障害種が追加されたが，新たな障害種の組み合わせとし
て正しいものを，次のａ〜ｄから選びなさい。	 コ

ａ　病弱，視覚障害，聴覚障害　
ｂ　知的障害，学習障害，自閉症
ｃ　注意欠陥多動性障害，情緒障害，自閉症　
ｄ　注意欠陥多動性障害，学習障害，自閉症
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（3）（　Ａ　）の指導形態については，平成30年度より高等学校においても制度化がな
されている。制度化に伴い障害に応じた特別の指導について単位認定が可能となった
が，障害に応じた特別の指導を行う場合には，特別支援学校高等部学習指導要領にお
けるある指導領域の内容を参考することとなっている。参考とする指導領域として，
正しいものを次のａ〜ｄから選びなさい。 サ

ａ　自立活動　　ｂ　道徳　　ｃ　特別活動　　ｄ　総合的な探究の時間





＜解答上の注意＞
（1）問題の文中の解答記号 ア ， イウ などには，特に指示がない限り，数字（0〜9），

小数点（.），符号（−，±），又は文字（a，b，c，d，e）が入ります。解答欄のア，イ，
ウ，…の一つ一つは，これらのいずれか一つに対応します。下の（例1）〜（例3）に従っ
て解答欄にマークして答えてください。

（例1） アイウエオ に 12.34と答えたい場合

（例2） カキク に －5bと答えたい場合

（例3）分数の解答の場合，既約分数で答えてください。また符号は分子につけ，分母
にはつけないでください。

ケコ

サ
に− 7

8  
と答えたいときは，－78  

 として解答してください。

　　なお，同一の問題文中に， ア ，イウ などが２度以上現れる場合，２度目以降は，
ア ， イウ のように細字で表記します。

（2）次の（例）のように根号を含む解答の場合，根号の中の自然数は最小となる形で解
答してください。

  （例）3 8 ， 52
8 と解答する場合は， 6 2 ， 13

4 と解答してください。

６　筆記審査（専門教養）が終了した後，解答用紙（マークシート）のみ回収します。
受審者は，審査室内のすべての解答用紙（マークシート）が回収された後，監督者か
ら指示があれば，この問題冊子を，各自，持ち帰ってください。



R03

特別支援学校　中学部　高等部　数学

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 4 5 2 3 2 0 . 4 1 4
配点 4
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 1 7 2 2 1 1 2 0 2 3 1
配点 2 1
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 3 2 9 2 3 5 4 2 4 3
配点
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 e c d d 8
配点 6 6 6 6 6
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 e c d d 8
配点 6 6 6 6 6
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c b c a a c d e c d a
配点 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2
備考

8

9

第４問
（中学校）

第1問
6 10 10 10

第2問

4

5 6

第４問
（高等学校）

第5問

第3問
8 4

3


